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手法を提案したものである。本論文は，序論，第 1 編，第 2 編，第 3 編及び結論で構成され，以下の内容となってい
る。
序論では，本研究の背景，目的及び範囲について概説している。
第 I 編第 1 章では，火害を受けた，リグニン系混和剤を用いたコンクリートの受熱温度の推定方法を提案している。
すなわち，コンクリート中に含まれる混和剤に着眼し，火害を受けたコンクリートの uv スペクトル分析を行い，吸
光度より受熱温度ぬ推定が可能であることを明らかにしている。
第 1 編第 2 章では，第 1 章で提案している受熱温度推定方法の妥当性を加熱試験より検証し，実火災の部材に適用
している。さらに，ナフタリン系混和剤を用いたコンクリートについて受熱温度推定方法を提案している。





第 2 編第 2 章では，鋼管コンクリート柱について，簡易な計算シミュレーションを用い，火災時の内部最高温度を
予測する方法を提案している。筆者らの提案している計算方法を実験値と比較・検証した上で，火災後の鋼管コンク
リート柱の残存耐力を推定し，計算法の妥当性を明らかにすると同時に実大部材への適用も行って確認している。






















(4) 従来，法規上守られでいるため，実験データが少なかった鉄筋コンクリート (RC) 造の耐火性の問題点を鉄筋の
かぶり厚さ，部材の残存耐力等の観点から指摘している。これは，今後の RC 造のあり方を考える上で極めて有用で
ある。
(5) 従来，確立した道筋がなかった火害評価及び火害補修設計について，その道筋を工学的に明解にし，いくつかの
新規な手法を提示している。
以上のように本論文は，合理的なコンクリート系構造部材の火害診断手法を提案し， RC 造をはじめとしたコンクリ
ート系構造部材の火害診断とその補修設計の上から極めて有用な資料を提示し，防・耐火工学の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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